
 

 

 

 

 

 

 
誰かの笑顔のために生きる人々が・・ 
～ 開校６０周年記念学習発表会 ～ 

校長 井口 修 

 １１月１６日の「開校６０周年記念 学習発表会」にご来校いただ

き、ありがとうございました。今回も、発達年齢に応じて「児童発案」

で、こどもたちがつくりあげました。どこが児童発案だったのか、完

成までの短いエピソードも添えて、ホームページに紹介していますの

で、ぜひご覧ください。 

 今回は、運動会が終わってから学習発表会本番前の登校日が１６日

しかありませんでした。行事の練習にかけてよい授業時間も、ひと昔

に比べて大幅に減っています。その中、今回の発表を完成させたのです。準備期間が短いことをカバーするため、

朝練習や休み時間の自主練習、家庭での練習、学習用端末を活用した情報交換や練習動画の配信と、どの学年も知

恵や工夫で困難を乗り越えたのです。改めて八小のこどもたちのすごさ、それを支える教職員の気概を感じまし

た。学習発表会委員長であり、合唱や合奏の主指導も同時に多くやっている音楽専科の教員は、「次は開校６０周

年記念式典、そして連合音楽会です。こどもたちが意欲的で、どんどん成長していく姿を見るとうれしい。」と笑

顔で話していました。この情熱がこどもたちに渦を起こしている、と感じました。 

 さて、１１月３０日は開校６０周年記念式典です。開校以来、八小は保護者や地域の皆様に支えられてきまし

た。八小地区地域防災を考える会の皆様は、こどもと地域を１６年守り続けています。八小地区みまもりネットワ

ークの皆様は、こどもたちの安全のため、毎日通学路に２０年立ち続けています。放課後こども教室の皆様は２０

年、土ようひろばの皆様は２２年、こどもたちの居場所をつくり、文化芸術等を伝え続けています。青少年対策八

小地区委員会の皆様は、地域行事を通してこどもと地域の絆を３９年つくり続けています。その熱い思いに触れ

ると、本校のよき伝統を教職員が一体となって引継ぎ、地域や保護者の皆様との一層の連携をコミュニティ・スク

ールとして図っていこう、と身の引き締まる思いになります。 

学習発表会では、６年生が「小平をよりよくしてきた先人たちのおかげで、今、私たちが楽しく過ごせている。

誰かの笑顔のために生きている人々が、まちをつくっている。そうした“人”こそが、小平の本当の魅力なのです。 

将来、私たちもそんな“人”になって、新しい未来をつくっていきます！」と語っていました。 頼もしいです。

これからも地域や保護者の皆様とスクラムを組み、八小のリーダー６年生のようなこどもたちを育み続けます。 
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１２月の生活目標 「友達と仲良くしよう」 

人と人とは、「言葉」によってつながります。「最近友達とけんかをしてしまう」「もっと友達と仲良くしたい」そ

んな時は、自分が発する言葉を見直してみましょう。相手を気遣う言葉や周囲を明るくする言葉が増えれば、自然

とけんかやトラブルは減り、周りから慕われます。言葉には不思議な力が宿るという、日本古代より信じられてい

る「言霊」という考え方があります。ポジティブな言葉は人を励まし、自分にもよい結果が表れる。そのまた逆も

然りで、現代でも言葉のもつ力は大きいと言えます。学校では、「言葉」を大切に指導していきます。ぜひ、ご家庭

でもお子様へのよさや頑張りを認め、前向きな言葉掛けをお願いします。             生活指導主任 



                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【通知表の「所見」について】 

 ９月の保護者会でお伝えした通り、２学期の所見について検討をしてまいりました。保護者の皆様や地域の皆様

からも、様々なご意見をいただきました。ありがとうございます。検討の結果、２学期の所見は、１学期同様なくさ

せていただきます。そして、２学期末の学習の準備や補充的な学習、児童からの相談への丁寧な対応等を充実させま

す。こどもに対しては、個々の成長を日々の生活の中でその都度伝えたり、通知表を渡す際に成長や頑張ったこと等

を直接伝えたりします。３学期については、年間を通した成長の所見を記入します。 

保護者の皆様に学校の様子をお伝えするためには、ホームページ等を活用します。他に、職員玄関の階段前に、児

童の活躍を掲示するコーナーを充実させました。来校した際に、ぜひご覧ください。 

また、こどもたちが活躍する場面を見ていただく機会を増やしたり、保護者や地域の皆様と情報交換できる機会

を設けたりできないか、ということについては、引き続き検討していきます。皆様のご理解とご協力を何とぞお願い

申し上げます。 

【年末年始の校庭遊び場開放について】 

 ・令和６年１２月２７日（金）～ 令和７年１月５日（日）まで遊び場開放は中止です。 

・【冬季休業中の開放日程・時間】 

  令和７年１月６日（月）・７日（火）午前１０時３０分～午後４時３０分 

 ・【年明け開放日・時間】 

  令和７年１月８日（水）から 午後３時３０分～午後４時３０分   ※土・日・祝日も開放はありません。 


